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（別添資料） 

「県民提案・投票制度～信州みらいスイッチ～」の投票結果について 

 

１ 提案募集 

５月 28 日（木）から７月 12 日（日）まで、ながの電子申請サービス等により、１事業当たりの想定

事業費が概ね 1,000 万円以内の単年度事業を対象として、分野を限定せず提案を募集した結果、128 者

（個人 103 人、企業・団体 25 団体）から計 159 件のご提案をいただきました。 

  
※年代は個人提案者の人数。同一人による複数提案があるため、個人の提案件数（128 件）とは一致しません。 

２ 審査 

（１）一次審査（要件確認） 

広報・共創推進課及び関係課において、提案者の要件及び対象除外事業（営利目的、施設整備のみ、

翌年度以降も県の負担が生じるもの、既存事業と類似のもの等）を確認し、69 件の提案を二次審査の対

象としました。 

（２）二次審査（統一基準による評価） 

提案内容を所管する部局が、全提案共通の審査基準（７項目・100 点満点）に基づき、各項目を５段

階（Ａ～Ｅ）で評価し、配点に評価係数（Ａ：1.0～Ｅ：0.2）を乗じて合計点を算出しました。 

その後、合計点の高い順に県民投票の対象となる 10 提案を選定しました。 
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【統一基準】 

区分 項目 主な評価の観点 配点 

課題評価 

公共性 県の関与にふさわしく、社会全体の共通利益につながるか 10 点 

方向性 県の政策目標・社会的課題や県民の生活課題と関連しているか 20 点 

緊急性 今取り組む合理的な理由や、優先的に取り組む必要性があるか 10 点 

アプローチ評価 

効果性 
県民生活や地域に前向きな変化と、事業費に見合う効果が期待できる

か 
20 点 

実現可能性 現実的に実施可能で、事業費 1,000 万円程度で執行できる見込みか 10 点 

新規性 既存事業にない新たな視点・手法・効果があるか 20 点 

時代適応性 
社会的課題への対応や、DX・AI 等の新たな技術の活用がなされてい

るか 
10 点 

合計 100 点 

※審査は提案の完成度ではなく、投票候補として提示することが適当かを選別するもの。投票対象外 59 提案の事業内容・合計

点、投票対象 10 提案の事業内容・合計点・得票数は県ホームページで公表（提案者名は非公表）。３ 

 

３ 投票 

民投９月７日（月）から９月 27 日（日）まで、県公式 LINE を活用して県民投票を実施しました（１人

１回、３提案まで投票可能）。県内在住者及び県に関わりのある個人（県職員・県議会議員・法人等

は除く）を対象とした投票の結果、5,177 人から延べ 13,734 票の投票をいただきました。得票数第

１位は「見落としのない安全な横断を実現しよう」の 2,468 票でした。また、1,490 票の「交差点に

木陰と憩いの場をつくろう」までが得票数上位 5 位となりました。 

（１） 得票数 
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順位 提案名 提案の概要 得票数 

1 見落としのない安全な横断を実現しよう 
光と文字で歩行者の存在を知らせて、横断歩道での追

突や巻き込み事故を防ぎます。 
2,468 

2 アルクマと県内周遊を楽しもう 
群馬県の取組も参考に、冊子とスタンプラリーで県内

周遊を促し、観光振興につなげます。 
2,039 

3 みんなで考えるクマ対策コンテスト 
クマの個体識別装置等の新たなクマ対策アイデアを投

稿募集！安全・安心につなげます。 
1,904 

4 地域の湯文化を未来へつなげよう 
公衆浴場の担い手を育成し、事業承継や地域の湯文化

の継承を支援します。 
1,522 

5 交差点に木陰と憩いの場をつくろう 
交差点に木陰とベンチを整備し、快適・安全に信号待

ちができるまちをつくります。 
1,490 

6 地域送迎の安全認証を広げよう 
送迎ドライバーの健康・運転状況を確認し、安全認証

制度で事故防止を図ります。 
1,304 

7 AI 交通で安心通学を実現しよう 
AI 需要予測を活用したオンデマンド交通で、安全で持

続可能な通学環境を整えます。 
1,173 

8 企業とともに里親家庭を支えよう 
里親支援に取り組む企業を登録し、社会全体で子ども

の養育環境を支えます。 
819 

9 シニアの知見で起業家を応援しよう 
シニアの経験等を活かし、起業家と信頼でつながるこ

とで、長野県の未来を創るエコシステムを育てます。 
640 

10 ロゴマーク等の申請を便利にしよう 
申請書や窓口の統一などにより、県のキャラクター・

ロゴマーク等の申請を便利にします。 
375 

 合計  13,734 

※提案の概要は、提案内容を AI により要約したものです。提案の原文は県ホームページに掲載しています。 

（２）投票者の概要 

 

投票者の約９割（88.9%）が県内在住でした。年代別では 50 代が 23.8%と最も多く、30 代から 60

代までの投票者が全体の約８割を占めました。 
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（３）投票対象提案に対するご意見 

投票期間中、県ホームページを通じて意見を募集し、計５件のご意見をいただきました。いただいた

ご意見は、採択事業の決定や今後の予算編成の参考とさせていただきます。 

投票対象提案名 ご意見数 

アルクマと県内周遊を楽しもう １件 

企業とともに里親家庭を支えよう ２件 

地域送迎の安全認証を広げよう １件 

制度全体 １件 

合計 ５件 

※ご意見の全文は、県ホームページに掲載しています。 

４ 今後の予定 

 

県は投票結果を尊重し、得票数上位の５事業を優先して、寄せられたご意見や実施体制等を踏まえな

がら、予算化の可否を検討します。なお、事業化に当たっては、提案の趣旨を踏まえ、必要に応じて内

容を修正・変更する場合があります。 

また、投票対象外となった提案や不採択となった提案についても、所管部局が他の県施策での活用を

検討し、その結果を公表します。 

時期 内容 

令和 8 年 11 月 17 日（火） 表彰式（県で事業化を目指す取組の提案者を表彰） 

令和 9 年 2 月頃 
令和 9 年度当初予算案の公表時に、予算化の状況及び不採択事業等の他施策への活用

検討結果を公表 

令和 9 年 2 月～ 令和 9 年度当初予算案として県議会に提案。県議会での審議・議決を経て実施を決定 

令和 9 年度 事業実施 
 

■ 詳しくは県ホームページへ 

二次審査の結果のほか、投票対象となった提案の原文、寄せられたご意見の全文及び実施

要綱・審査基準を掲載しています。ぜひご覧ください。 

https://www.pref.nagano.lg.jp/koho/kyodo/touhyoukekka.html 
 

 

① 提案募集 

159 件 
▶ 

②審査 

10 件選定 
▶ 

③投票 

5,177 人 
▶ 

④予算化検討 

得票数上位 

５事業を選定 

▶ 
⑤県議会 

審議・議決 
▶ 

事業実施 

（令和９年度） 

           

実施済（令和 8 年 5 月～9 月）  今後の予定（令和 8 年 10 月～） 

https://www.pref.nagano.lg.jp/koho/kyodo/touhyoukekka.html

